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ま え が き

当所は北鹿食肉流通センターの開設に合わせ、平成８年４月北部食肉衛生検査所と

して業務を開始し１５年目を迎えました。北鹿食肉流通センターで処理される獣畜は

豚が主で、その他の獣畜は年間１００頭に満たない状況です。

一方、豚処理頭数は平成８年度は５万８千頭程度でしたが、その後順調に増加し平

成１２年度に１２万頭を超え、以後平成２０年度までは１２万頭から１３万頭台で推

移してきました。新たなＳＰＦ豚農場からの出荷が本格化した昨年度は１４万頭を超

え、今年度は１５万頭の処理が計画されております。

また、処理頭数の７割以上をＳＰＦ豚が占めており、有病率は５０パーセント以下

となっております。

当所では、県が年度ごとに定める秋田県食品衛生監視指導計画に基づき安全で安心

な食肉・食鳥肉を確保するため、疾病排除のための検査はもとより、残留動物用医薬

品等検査、ＴＳＥ検査及びと畜場や食鳥処理施設の監視指導等を行っております。

衛生的で安全な食肉を提供していくためには、解体処理工程でのと体への微生物汚

染を少なくしていくことが重要であり、このためにはと畜場設置者や作業従事者の施

設設備の衛生管理及び解体処理工程での衛生的処理に関する自主管理がより重要とな

ります。当所ではこれらに対する監視指導や助言等をこれまで以上に重視していく意

向です。

職員一同、今まで以上に安全で安心な食肉・食鳥肉の提供に向けて努力する所存で

すので、今後とも変わらぬ御指導、御支援、御協力を賜りますようお願いします。

ここに平成２１年度の業務概要をとりまとめましたので御高覧いただければ幸いで

す。

秋田県食肉衛生検査所 三 澤 仁
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１．食肉衛生検査所の沿革

年 月 日 事 項

昭 51. 3. 第４次秋田県総合発展計画の中で､ 食肉衛生検査所の設置が明示された。

平 3. 2. 秋田県新総合発展計画で、県北地区に食肉衛生検査所の設置が明示され
た。

平 8. 3.15 鹿角市八幡平字川部内川原 62 番地 1 に北部食肉衛生検査所庁舎が竣工し
た。

敷地面積 1,461.04m2 （ 北鹿食肉流通センター敷地内 ）
建 物 木造平屋建 581.985m2

総事業費 286,994 千円

平 8. 4. 1 秋田県行政機関設置条例の一部改正によって秋田県北部食肉衛生検査所
が設置され、と畜に関する業務、食鳥処理に関する業務の一部（食鳥検査等）
を分掌することとなった。

所 管 区 域 鹿角市・大館市・能代市・鹿角郡・北秋田郡・山本郡
管轄と畜場 北鹿食肉流通センター

平 12. 4. 1 鹿角市・大館市・能代市・鹿角郡・北秋田郡・山本郡の食鳥処理に関する
業務のすべてが委任された。
秋田県行政組織規則及び秋田県事務決裁規程の一部改正により地方機関

に班制が導入され、管理・業務班、精密検査班が設置された。

平 13.12. 6 ＢＳＥエライザ検査のためのＢＳＥ検査室が整備された。

平 17. 1.11 中央食肉衛生検査所の廃止に伴い、秋田県食肉衛生検査所に名称を変更し
た。
秋田市を除く県内全域の食鳥処理に関する業務が委任された。

平 19. 4. 1 と畜場等の衛生管理・指導を強化する目的で新たに管理・指導班を設置し、
業務班、精密検査班との３班体制となった。

平 20. 1.30 北鹿食肉流通センターの設置許可の条件が改定され、１日の処理頭数が６
００頭から６５０頭（豚換算）に増頭となった。

平 20. 4. 1 認定小規模食鳥処理場であった比内地鶏処理場の確認規程の廃止に伴い、
当所職員による食鳥検査が開始された。



２ 組織機構 （平成２２年４月１日現在）

３ 職員構成 （平成２２年４月１日現在）

内 訳
職

管 業 精
理 密

員 ・ 務 検
指 査
導 班 班

数 班

1
2 1 1
1 1
4 2 1
3 1 1 1
3 1 2
2 1
1
17 5 5 6

○印は事務吏員で内数、他はその他、特に記載のないものは獣医師

他１

（他１）
計

（事１他１）（事１他２）

所 長
主 幹 （ 兼 ） 班 長
副 主 幹 （ 兼 ） 班 長
副 主 幹
主 査
主 任

他１
非 常 勤 職 員
臨 時 職 員

1①

生 活 環 境 部

生 活 衛 生 課

管理・指導班 精 密 検 査 班

食 肉 衛 生 検 査 所

業 務 班

- 4 -



４ 食肉衛生検査所の業務

食肉衛生検査所は主としてと畜及び食鳥検査に関する事務を所管する行政機関で、業務のあらましは次のとお

りである。

（１） 食用に供する獣畜及び食鳥等の衛生的検査（と畜及び食鳥検査）に関すること。

（２） と畜場の衛生保持に関すること。

（３） と畜作業における衛生の保持に関すること。

（４） 食肉及び食鳥肉等の衛生統計に関すること。

（５） 食肉及び食鳥肉等の衛生に係わる調査研究に関すること。

（６） と畜場及び食鳥処理場内における食品衛生に関すること。

５ と畜検査フローシート

と さ つ 解 体

獣 畜 搬 入

け い 留

懸 肉

合 格・検 印

冷 蔵 出 荷
と畜検査の申請
TSE検査

(牛･めん羊･山羊)

生 体 検 査
血 液 検 査

内 臓 検 査

頭 部 検 査

枝 肉 検 査
-

（特定部位除去）
5 -

判 定
精 密 検 査
細 菌 検 査

理化学検査
病 理 検 査
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６ 食肉衛生検査所長委任事項

事務の種類 内 容
第７条第６項 衛生管理者等に係る届出の受理
第１３条第１項第１号 獣畜のと殺又は解体に係る届出の受理
第１３条第３項 獣畜のと殺又は解体に係る指示
第１４条第１項～第４項 獣畜のと殺又は解体の検査

第１６条 と殺解体等の禁止等の措置の執行

第１７条第１項 報告の徴収及び立入検査

「と畜場法」に関
する事務

第１８条第２項 業務の停止等

第４条第２号 と畜場以外の場所での獣畜のと殺の許可
第５条第１項第１号～
第３号

と畜場外への持ち出しの禁止の特例許可
「と畜場法施行
令」に関する事務

第９条 検印の押印

第２８条第１項 報告の要求、臨検検査及び収去
第３０条第２項 監視及び指導

「食品衛生法」に
関する事務

第５４条 食品等の廃棄及び措置の命令

第３条 食鳥処理の事業の許可
第６条第１項 構造又は設備の変更の許可
第６条第３項 申請事項等の変更の届出の受理
第７条第２項 食鳥処理業者の地位の承継の届出の受理
第８条 事業の許可の取り消し等
第９条 食鳥処理場の整備改善の命令等
第１２条第６項 食鳥処理衛生管理者の配置等の届出の受理
第１３条 食鳥処理衛生管理者の解任の命令
第１４条 食鳥処理場の休廃止等の届出の受理
第１５条第１項～第３項 食鳥の検査
第１６条第１項 認定小規模食鳥処理業者の確認規程の認定
第１６条第２項 認定小規模食鳥処理業者の確認規程の変更の認定

第１６条第６項
認定小規模食鳥処理業者に対する食鳥処理衛生管
理者の解任の命令

第１６条第７項 認定小規模食鳥処理業者確認の状況の報告受理

第１６条第９項
認定小規模食鳥処理業者に対する確認規程に関す
る指導及び助言

第１７条第１項第４号 食肉販売業者の届出の受理
第２０条 廃棄等の措置の命令
第３７条第１項 報告の徴収

「食鳥処理の事業
の規制及び食鳥検
査に関する法律」
に関する事務

第３８条第１項 立入検査等
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７ 食肉衛生検査所の概要

所 在 地 鹿角市八幡平字川部内川原６２－１

敷地面積 １，４６１．０４㎡

建築構造 木造平屋建

建築面積 ５８１．９８５㎡
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８ と 畜 場 の 概 要

（平成２２年４月１日現在）

名 称 北鹿食肉流通センター

と 畜 場 番 号 ３

所 在 地 鹿角市八幡平字外川原３１番地１

設 置 者
株式会社 ミートランド
代表取締役 菅原俊二

設 置 許 可
平成８年３月１日
指令環－１６５８

と 殺 解 体 能 力 豚換算 ６５０頭／日

枝 肉 冷 蔵 能 力 豚換算 １，０２６頭

部 分 肉 加 工 能 力 豚換算 ５８９頭／日

部 分 肉 保 管 能 力 豚換算 ５８９頭

汚 水 浄 化 装 置
能 力

嫌気好気二段酸化方式活性汚泥法
７８０㎥ ／ 日

汚 泥 焼 却 能 力 ３７０kg／hr

廃 棄 物 焼 却 力 １２０kg／hr

注：豚換算は牛及び馬（１年以上）の各１頭を３頭として換算。

９ と 畜 検 査 関 係 手 数 料

（平成２２年４月１日現在）

種 別 区 別 一件の手数料 適 用

生後１年以上 １，２００円 平成１５年４月１日施行

生後１ヶ月以上１年未満 ７００円 〃牛

生後１ヶ月未満 ４００円 〃

生後１年以上 １，２００円 〃
馬

生後１年未満 ７００円 〃

豚 ４００円 〃

と畜検査
手 数 料

めん羊・山羊 ２５０円 〃

食鳥検査
手 数 料

食鳥 ５円 平成１２年４月１日施行

１通につき ７３０円 平成 ９年４月１日改正
文 書 料 証明書

２通目以上は１通増すごと ２００円 昭和６１年４月１日改正
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１ ０ 証 明 書 交 付 件 数

（平２１年４月１日～平２２年３月３１日）

交付件数 ２６

２通目以上の交付件数 ０

計 ２６

１ １ 食 鳥 処 理 事 業 関 係 申 請 件 数

（平２１年４月１日～平２２年３月３１日）

区 分 許可（認定） 変更許可（認定） 計

食鳥処理事業 １ １ ２

確認規程 １ ０ １



第 2 章 と 畜 検 査



１ 獣畜別・月別と畜検査頭数

豚換算に
１ヶ月 １ヶ月 １ 年 １ 年
以 上 未 満 以 上 未 満 よる頭数

４ 3 12,396 12,399 12,405

５ 1 1 10,718 5 10,725 10,729

６ 2 12,228 10 12,240 12,244

７ 3 12,789 12,792 12,798

８ 12,006 3 1 12,010 12,010

９ 11,996 11,996 11,996

10 3 13,268 13,271 13,277

11 11,723 11,723 11,723

12 2 12,159 12,161 12,165

１ 11,477 11,477 11,477

２ 1 10,733 10,734 10,736

３ 12,527 12,527 12,527

計 15 1 144,020 18 1 144,055 144,087

20年度 34 3 129,045 21 1 129,104 129,178

19年度 54 14 124,172 31 3 124,274 124,410

18年度 67 24 126,261 39 126,391 126,573

注：豚換算は牛及び馬（１年以上）の各１頭を３頭として換算。

※ 開場日数：２４７日（内臨時開場：５日）

畜種

月

（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

豚
め
ん
羊

山

羊
計牛

と く 馬
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２ と畜検査の結果に基づく措置状況

炭

そ

豚

丹

毒

サ

ル

モ

ネ

ラ

病

結

核

病

ブ

ル

セ

ラ

病

破

傷

風

放

線

菌

病

そ

の

他

豚

コ

レ

ラ

そ

の

他

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
病

そ

の

他

と殺禁止

全部廃棄

一部廃棄 14 93.3

と殺禁止

全部廃棄

一部廃棄

と殺禁止

全部廃棄 1

一部廃棄

と殺禁止

全部廃棄 737 0.5

一部廃棄 70,034 48.6

と殺禁止

全部廃棄

一部廃棄 3 16.7

と殺禁止

全部廃棄

一部廃棄

と殺禁止

全部廃棄 738 0.5

一部廃棄 70,051 48.6

畜

種

検査頭数

細 菌 病
ｳ ｲ ﾙ ｽ

原虫病ﾘ ｹ ｯ ﾁ ｱ

措置区分 処分実頭数

検査頭数
に対する
処分実頭
数の割合

（％）

疾 病 別

病

と
く

牛 15

馬 1

豚 144,020

め
ん
羊

18

計 144,055

山
羊 1
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の

う

虫

病

ジ

ス

ト

マ

病

そ

の

他

膿

毒

症

敗

血

症

尿

毒

症

黄

疸

水

腫

腫

瘍

中

毒

諸

症

よ

る

汚

染

炎

症

産

物

に

炎

症

ま

た

は

変

性

又

は

萎

縮

そ

の

他

1 1 7 33

1

443 61 5 3 167 3 1 2 737

1,969 12 4,652 9,634 123,392

1 3

443 61 5 3 167 3 1 2 738

1 1,969 12 4,653 9,642 123,428

処 分 件 数

寄生虫病 そ の 他 の 疾 病

計

24

1

52

107,125

2

（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

53

107,151
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３ 病類別疾病発現状況

（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

牛 とく 馬 子馬 豚 めん羊 山羊

15 1 144,020 18 1

膿 毒 症 443

敗 血 症 61

尿 毒 症 5

黄 疸 （ 高 度 ） 3

水 腫 （ 高 度 ） 167

腫 瘍 （ 全 身 性 ） 3

炎 症 （ 全 身 性 ） 1 52

筋肉変性（全身性） 1

出 血 （ 全 身 性 ） 1

熱 性 諸 症

豚 丹 毒

白 血 病 1

1 737

腹 膜 炎 2 5,704

小 腸 炎 2 929

大 腸 炎 1 735

腸 炎 1 1,183

胃 炎 2 10

胃 潰 瘍 1

直 腸 狭 窄 46

腸 気 泡 症 3

メ ッ ケ ル 憩 室 3

直 腸 脱 6

腸管膜リンパ嚢腫 2

腸 重 積 2

腸 間 膜 脂 肪 水 腫 86

そ の 他 大 腸

そ の 他 小 腸

間 質 性 肝 炎 7,308

肝 包 膜 炎 6 6,721 1

実 質 性 肝 炎 120

肝 硬 変 11

脂 肪 肝 2,154

肝 変 性 1 2,283

肝 壊 死

髄 外 造 血 遺 残 15

畜 種

検 査 頭 数

と
殺
禁
止
・
全
部
廃
棄
対
象
疾
病

小 計

消

化

器

系

- 13 -



牛 とく 馬 子馬 豚 めん羊 山羊畜 種

鋸 屑 肝

肝 富 脈 斑 2

肝 の う 胞 2

肝 出 血 30

肝 う っ 血 72

肝 奇 形 5

そ の 他 肝 3

胆 管 炎 5

胆 管 結 石

横 隔 膜 ヘ ル ニ ア 57

膵 炎 1

膵 周 囲 水 腫 27

膵 壊 死

そ の 他 膵 臓

そ の 他 食 道

22 27,519 1

心 外 膜 炎 4,343

心 内 膜 炎 2

心 筋 炎 3

心 弁 膜 炎 59

心 冠 脂 肪 水 腫 244

心 弁 膜 血 腫 146

心 肥 大 105

心 筋 梗 塞 13

心 内 膜 出 血 2

心 外 膜 出 血

心 筋 出 血 4

心 筋 繊 維 化 12

心 筋 壊 死

心 筋 変 性 20

そ の 他 心 臓

脾 出 血 性 梗 塞 57

脾 結 節 性 増 生

巨 脾 症 2

脾 出 血

脾 捻 転 22

脾 血 腫 2

脾 萎 縮 1

脾 う っ 血 10

そ の 他 脾

5,047

肺 炎 1 39,134

胸 膜 炎 3 25,340 1

肺 水 腫 252
呼
吸
器

小 計

小 計

循

環

器

系
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牛 とく 馬 子馬 豚 めん羊 山羊畜 種

肺 出 血 6

肺 気 腫 4

そ の 他 肺

4 64,736 1

腎 炎 6,084

腎 盂 腎 炎

腎 萎 縮 20

腎 周 囲 脂 肪 水 腫 12

腎 の う 胞 1,378

腎 周 囲 脂 肪 変 性 11

腎 梗 塞 307

腎 結 石 1

腎 欠 損 13

遊 走 腎 2

腎 低 形 成 1

腎 出 血 9

腎 盂 拡 張 629

そ の 他 腎 2

膀 胱 炎 1 345

膀 胱 結 石 31

尿 管 水 腫 240

そ の 他 尿 道 1

陰 睾 13

陰 嚢 ヘ ル ニ ア 1

そ の 他 生 殖 器 295

子 宮 内 膜 炎 49

子 宮 蓄 膿 症 2

卵 巣 の う 腫 23

膣 脱 1

半 陰 陽 2

妊 娠 子 宮 2 5

産 後 子 宮 7

子 宮 脱

卵 巣 血 腫

そ の 他 子 宮 3

3 9,487

筋 炎 197

筋 変 性 159

筋 間 水 腫 166

筋 出 血 1 777

筋 壊 死

そ の 他 筋 14

関 節 炎 2,649

骨 折 1 492

運
動
器
系

泌

尿

器

・

生

殖

器

系

器
系

小 計

小 計
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牛 とく 馬 子馬 豚 めん羊 山羊畜 種

脱 臼 4

脊 柱 変 形 症 35

そ の 他 骨 ・ 軟 骨 7

2 4,500

皮 膚 炎 1

乳 腺 炎 2

皮 下 水 腫 942

皮 下 出 血 1 3,756 1

褥 瘡

火 傷

そ の 他 皮 膚 5

1 4,706 1

腸 結 節 虫 症 1

肝 蛭 症

肝 ジ ス ト マ

馬 蠅 幼 虫

馬 円 虫

1

肺 腫 瘍 1

肝 臓 腫 瘍 2

腎 臓 腫 瘍 1

卵 巣 腫 瘍 1

筋 肉 腫 瘍 1

副 腎 腫 瘍 1

頭 部 腫 瘍 4

リ ン パ 肉 腫 1

12

抗 酸 菌 症 91

脂 肪 壊 死

異 所 化 骨 148

異 所 骨 形 成 17

黄 疸 （ 軽 度 ） 3

メ ラ ノ ー シ ス 1

リポフスチン沈着症 3

ア ミ ロ イ ド 変 性

ヘ ル ニ ア 801

頭 部 外 傷 22

そ の 他 頭 48

外 傷 150

膿 瘍 6,101

7,385

33 123,392 3

33 1 124,129 3

そ

の

他

合 計

皮
膚
系

寄
生
虫
病

小 計

小 計

一部廃棄小計

小 計

小 計

腫

瘍

小 計
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４ 精密検査実施状況

イ．豚

病症名
実
頭
数

直

接

鏡

検

一

般

培

養

同

定

そ

の

他

血

液

検

査

細

胞

診

組

織

検

査

そ

の

他

血

液

検

査

尿

検

査

そ

の

他

合

格

と

殺

禁

止

全

部

廃

棄

一

部

廃

棄
リ ン パ 肉 腫 5 10 51 61 3 2
尿 毒 症 4 8 4 12 4
敗 血 症 2 6 14 6 26 2
高 度 の 黄 疸 1 24 24 1
白 血 病 1 2 5 7 1
腎 炎 16 26 14 40 16
肺 炎 9 11 36 36 83 9
耳 下 腺 炎 5 5 10 6 21 5
卵 巣 血 管 腫 1 4 4 1
間 質 性 腎 炎 1 3 3 1
副 腎 出 血 1 3 3 1
腎 周 囲 水 腫 1 2 1 3 1
抗 酸 菌 症 1 2 2 1
腎 血 腫 1 1 1 1
軽 度 の 黄 疸 1 1 1 1

計 50 24 60 48 0 0 12 90 0 37 0 20 0 0 0 291 0 0 11 39

ロ．牛

病症名
実
頭
数

直

接

鏡

検

一

般

培

養

同

定

そ

の

他

血

液

検

査

細

胞

診

組

織

検

査

そ

の

他

血

液

検

査

尿

検

査

そ

の

他

合

格

と

殺

禁

止

全

部

廃

棄

一

部

廃

棄
胃 腸 炎 1 9 9 1

腸 炎 1 8 8 1

計 2 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 2

措置（実頭数）残
留
抗
菌
性
検
査

そ

の

他

寄
生
虫
原
虫
検
査

細菌検査 精

密

検

査

合

計

病理検査 理化学検査

細菌検査 病理検査 理化学検査 措置（実頭数）寄
生
虫
原
虫

検

査

残
留
抗
菌
性

検

査

そ

の

他

精

密

検

査

合

計
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ハ．馬

病症名
実
頭
数

直

接

鏡

検

一

般

培

養

同

定

そ

の

他

血

液

検

査

細

胞

診

組

織

検

査

そ

の

他

血

液

検

査

尿

検

査

そ

の

他

合

格

と

殺

禁

止

全

部

廃

棄

一

部

廃

棄

全身性の炎症 1 5 5 1

計 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 5 0 0 1 0

ニ．めん羊・山羊

病症名
実
頭
数

直

接

鏡

検

一

般

培

養

同

定

そ

の

他

血

液

検

査

細

胞

診

組

織

検

査

そ

の

他

血

液

検

査

尿

検

査

そ

の

他

合

格

と

殺

禁

止

全

部

廃

棄

一

部

廃

棄

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

残
留
抗
菌
性
検
査

そ

の

他

精

密

検

査

合

計

措置（実頭数）細菌検査 病理検査 理化学検査 寄
生
虫
原
虫
検
査

細菌検査 病理検査 理化学検査 寄
生
虫
原
虫
検
査

残
留
抗
菌
性
検
査

そ

の

他

精

密

検

査

合

計

措置（実頭数）
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ニ．調査研究

調査研究名

検
体
数

直

接

鏡

検

一

般

培

養

同

定

そ

の

他

血

液

検

査

細

胞

診

組

織

検

査

そ

の

他

血

液

検

査

尿

検

査

そ

の

他

精
密
検
査
合
計

備考

豚サルモネラ汚染状
況調査 223 751 544 68 1,363

計 223 0 751 544 68 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,363

ホ．衛生指導関係

調査研究名

豚枝肉
拭き取り調査

牛枝肉
拭き取り調査

牛EHEC保菌調査

牛枝肉のGFAP残留
量調査

計

6

4

726

備考

精
密
検
査
合
計

710

6

そ

の

他

2

2

同

定

724

6

4

4

2

2

2

91

残
留
抗
菌
性
検
査

85

検
体
数

直

接

鏡

検

細菌検査

一

般

培

養

そ

の

他

そ

の

他

寄
生
虫
原
虫
検
査

細菌検査 病理検査 理化学検査

710

0
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物質別 畜種 牛 豚 21年度 20年度 19年度 18年度 17年度 16年度

検 体 数 1 20 21 23 25 52 63 53

陽 性 数 0 0 0 0 0 0 0 0

検 体 数 1 17 18 7 7 7 8 14

陽 性 数 0 0 0 0 0 0 0 0

検 体 数 1 17 18 7 7 7 7 14

陽 性 数 0 0 0 0 0 0 0 0

検 体 数 1 17 18 23 25 25 25 10

陽 性 数 0 0 0 0 0 0 0 0

検 体 数 0 0 0 5 6 7 7 10

陽 性 数 0 0 0 0 0 0 0 0

検 体 数 1 17 18 5 5 5 5 10

陽 性 数 0 0 0 0 0 0 0 0

検 体 数 0 0 0 7 7 7 7 10

陽 性 数 0 0 0 0 0 0 0 0

注釈
１）検 体 数：検査実頭数
２）抗生物質：簡易検査法による系統別分析

(ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ系、ﾍﾟﾆｼﾘﾝ系、ｱﾐﾉｸﾞﾘｺｼﾄﾞ系、ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系)
３）抗生物質以外：～２０年度；高速液体クロマトグラフィーによる個別分析

２１年度～；ＬＣ／ＭＳによる一斉分析

イベルメク
チン

フルベンダ
ゾール

チアベンダ
ゾール

合成抗菌剤

5 残留有害物質モニタリング検査（結果総括）

抗生物質

テトラサイ
クリン類

スピラマイ
シン類
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牛 豚 牛 豚 牛 豚 牛 豚

2 40 6 40 10 40 10 94

2 34 6 15 6 15 6 15

2 34 6 15 6 15 6 15

ス ル フ ァ メ ラ ジ ン 2 34 6 40 10 40 15 46

ス ル フ ァ ジ ア ジ ン 2 34 6 40 10 40 15 46

ス ル フ ァ ジ ミ ジ ン 2 34 6 40 10 40 15 46

スルファモノメトキシン 2 34 6 40 10 40 15 46

スルファジメトキシン 2 34 6 40 10 40 15 46

スルファキノキサリン 2 34 6 10 15

スルファメトキサゾール 2 34 40 40 46

スルファメトキシピリダジン 2 34 40 40 46

オ キ ソ リ ン 酸 2 34 6 40 10 40 15 46

チ ア ン フ ェ ニ コ ー ル 2 34 6 40 10 40 15 46

オ ル メ ト プ リ ム 2 34 6 40 10 40 46

ト リ メ ト プ リ ム 2 34 6 40 10 40 46

ピ リ メ タ ミ ン 2 34 40 40 46

カ ル バ ド ッ ク ス 10 10 5

2 34 15 10 10

6 15 6 15 6 15

5 2 4 2 5

34 584 84 595 130 589 150 711
注釈
１）数 値：検査件数
２）検査部位：～２０年度；抗生物質、合成抗菌剤（筋肉、腎臓）

イベルメクチン（肝臓）
その他（筋肉、腎臓、肝臓）

２１年度～；抗生物質、合成抗菌剤、フルベンダゾール（筋肉、腎臓）

検査件数合計

合

成

抗

菌

剤

年度別

テ ト ラ サ イ ク リ ン 類

フ ル ベ ン ダ ゾ ー ル

抗 生 物 質

イ ベ ル メ ク チ ン

20年度

ス ピ ラ マ イ シ ン 類

チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル

残留有害物質モニタリング検査（内訳）

畜 種

19年度 18年度21年度
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６ ＴＳＥスクリーニング検査

（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

めん羊 山羊

21ヶ月齢以上 21ヶ月齢未満 検査頭数計 検査頭数 検査頭数

4 2 1 3

5 1 1 5

6 2 2 10

7 3 3 3 1

8 0

9 0

10 3 3

11 0

12 2 2

1 0

2 1 1

3 0

合 計 14 1 15 18 1

20年度 29 5 34 21 0

19年度 45 9 54 31 3

18年度 59 8 67 39 0

※めん羊は、平成１７年１０月１日から１２ヶ月齢以上のものについて実施。

平成１９年２月２６日に改正された「伝達性海綿状脳症検査実施要領」に基づき、牛
頭、めん羊頭について、ＴＳＥスクリーニング検査を実施したが、すべて陰性であっ
た。

畜 種

月 別

牛
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第３章 食 鳥 検 査



（平成２２年４月１日現在）
平 成 ２ １ 年 度
検 査 羽 数

1 比内地鶏処理場 大館市比内町大葛字芦内口道下６９ 229,623 イ、ロ

＊処理形態（食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律第二条第五項）
イ 食鳥をとさつし、及びその羽毛を除去すること。
ロ 食鳥とたいの内臓を摘出すること。

１ 食鳥処理場

No. 名 称 所在地 処理形態

(1) 食鳥処理場
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（平成２２年４月１日現在）
平 成 ２ １ 年 度
確 認 羽 数

1 黎明舎種鶏場
（本社） 大館市御成町４－８－１３ 0 ロ

2 黎明舎種鶏場
（第二農場） 大館市釈迦内字台野道上５４ 0 イ

3 山岡精肉店 大館市桂城４６ 1,599 ロ

4 (株)リアルフーズ 大館市池内字田中２７０ 52,613 イ、ロ

5 矢立育成園 大館市白沢字白沢８５１ 6,033 〃

6 秋田三鶏実業 大館市雪沢楢の木岱７２－３ 27,992 〃

7 高橋養鶏 鹿角市八幡平字上堰７４ 2,600 〃

8 愛生園 北秋田市上杉字金沢２４６ 989 〃

9 ＪＡあきた北央比内
地鶏製品製造施設 北秋田市川井字漣岱７２ 169,598 〃

10 (有)秋田高原フード 北秋田市米内沢字大野岱７７－４ 31,283 〃

11 森田畜産 山本郡三種町豊岡金田字石持１１１ 1,686 〃

12 大倉食鳥処理場 能代市朴瀬字藤切台２１０ 2,746 〃

13 舛屋養鶏 能代市常盤字小屋見沢７２ 1,249 〃

16 児玉畜産 山本郡三種町鹿渡字長信田家後３－１ 1,904 〃

17 池内鶏肉処理場 山本郡三種町森岳字山口６－２ 1,570 〃

18 工藤食鳥処理場 能代市二ツ井町飛根字富根６８－６ 578 〃

19 田村の地どり 山本郡三種町森岳字木戸沢１９９－５２ 25 〃

20 比内どり食品
有限会社

南秋田郡井川町坂本字飛塚２３ 105,716 〃

21 社会福祉法人
男鹿更正会

男鹿市男鹿中滝川字寒風山横通１２４ 1,893 〃

(2) 認定小規模食鳥処理場

No. 名 称 所在地 処理形態
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平 成２ １年
確 認 羽 数

20 八郎潟町
マガモ生産組合

南秋田郡八郎潟町字川口４３１－２０ 1,689 〃

21 大潟村
あいがも加工場

南秋田郡大潟村字南１丁目３９ 137 〃

22 株式会社
ふるさと食品

男鹿市北浦北浦字忍田４７ 240 〃

23 門間精肉店 南秋田郡五城目町上樋口字中川原６９
－４

0 ロ

24 菅生精肉店 南秋田郡五城目町字鵜ノ木１５－１６ 0 〃

25 湊精肉店 南秋田郡井川町坂本字山崎６２－１ 0 〃

26 長谷山食鳥処理場 由利本荘市東由利黒渕字山ノ下３ 1,272 イ、ロ

27 伊藤鶏肉店 由利本荘市中竪町７－１４ 2,055 〃

28 有限会社
須田商事食鳥処理場

由利本荘市川口字八幡前７３－１ 226 〃

29 秋田県
心身障害者コロニー

由利本荘市西目町出戸字孫七山３－２ 2,738 〃

30 東由利
フランス鴨生産組合

由利本荘市東由利老方字吉野２１の１ 1,863 〃

31 桜将ファーム にかほ市象潟町横岡字色田６８ 609 〃

32 嶋田牧場食鳥処理場 大仙市南外字上巣の沢１５４ 4,757 〃

33 三和精肉店 仙北郡美郷町鑓田字庚塚３８ 6,119 〃

34 （株）田園
食鳥処理場

横手市雄物川町東里字松木９３－２ 9,894 〃

35 （有）肉の加納 湯沢市杉沢字野々沢１４３－２ 0 ロ

※平成２１年度中廃止処理場
平 成２ １年
確 認 羽 数

1 （有）安保農場 山本郡三種町志戸橋字割道４６４－２ 3,436 イ

2
（有）安保農場

食品加工場 能代市河戸川字南後田９５－１ 3,422 ロ

＊処理形態（食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律第二条第五項）
イ:食鳥をとさつし、及びその羽毛を除去すること。 ロ:食鳥とたいの内臓を摘出すること。

No. 名 称 所在地 処理形態

No. 名 称 所在地 処理形態
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（平成２２年４月１日現在）

所在地

（管轄保健所区分）

大 館

北 秋 田

能 代

秋 田 中 央

由 利 本 荘

大 仙

横 手

湯 沢

合 計

＊処理形態（食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律第２条第５号）
イ 食鳥をとさつし、及びその羽毛を除去すること。
ロ 食鳥とたいの内臓を摘出すること。

事
業
許
可
取
消
命
令

禁
止
命
令

停
止
命
令

整
備
改
善
命
令

そ
の
他

無
許
可
事
業

その他

21年度 36 39 27 1 1 2 6 2

20年度 37 45 27 0 0 0 4

（平成２２年４月１日現在）

食鳥処理衛生管理者

20年度

(3)処理形態別一覧

イ及びロ

処理形態
小計

イ ロ

2 5

3

7

53

2

2

(4)処分等措置状況

8 88

1 1 80

(5)食鳥処理衛生管理者設置状況

施
設
数

処分件数

2

変
更
の
許
可

計

大学・旧制大学又は
旧制専門学校で下記
の課程を修めて卒業
した者

新規
取得者
数

77

1

獣医学 畜産学

85

1

6

2

11

6

8

3

7

8

再
開

1

361

指
導
・
助
言

事
業
の
許
可

廃
止

休
止

獣医師

指定養
成施設
を修了
した者

指定講
習会を
修了し
た者

立
入
検
査

6 29

1

告発件数

-26-



(1) 食鳥検査羽数及び検査の結果に基づく措置状況
（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

禁 止 全 部 廃 棄 一 部 廃 棄
0 662 1,968

鶏痘
伝染性気管支炎
伝染性喉頭気管炎
ニューカッスル病
鶏白血病 1
封入体肝炎
マレック病
その他
大腸菌症 393
伝染症コリーザ
サルモネラ症
ブドウ球菌症
その他
毒血病
膿毒症
敗血症
真菌症
原虫病（トキソプラズマ病を除く）
寄生虫病
変性
尿酸塩沈着症
水腫
腹水症 6
出血 5 1,190
炎症 28 770
萎縮
腫瘍 4
臓器の異常な形等
異常体温
黄疸 1
外傷 8
中毒諸症
削痩及び発育不良 220
放血不良 3
湯漬過度
その他 1

※ 開場日数：２８５日

２ 食鳥処理状況

ウ
イ
ル
ス
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア

検 査 羽 数

種 類
項 目 ブロイラー

229,623

細

菌
そ

の

他

の

疾

病

処 分 羽 数
措 置 区 分
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(2) 食鳥確認羽数及び確認の結果に基づく措置状況
（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）

ブロイラー 成 鶏 あ ひ る 七 面 鳥 合 計

391,251

(389,402)
51,968 5,312 0 448,531

生 体 の 状 況 廃 棄
102

(102)
644 2 0 748

全部廃棄
2,542

(2,542)
391 0 0 2,933

一部廃棄
414

(414)
347 14 0 775

体壁内側面の状況 全部廃棄
1,232

(1,232)
133 0 0 1,365

当該臓器
のみ廃棄

901

(901)
521 0 0 1,422

内臓全部
廃 棄

15

(15)
301 0 0 316

全部廃棄
3,876

(3,876)
1,168 2 0 5,046

一部廃棄
1,330

(1,330)
1,169 14 0 2,513

確認羽数 474,138 72,254 2,236 15 548,643
平成20年度 全部廃棄 3,418 2,602 0 0 6,020

一部廃棄 1,608 2,598 35 0 4,241
確認羽数 817,722 88,854 6,163 2 912,741

平成19年度 全部廃棄 2,425 2,673 1 0 5,099
一部廃棄 4,679 4,385 13 0 9,077
確認羽数 766,143 90,772 6,648 0 863,563

平成18年度 全部廃棄 1,780 2,292 0 0 4,072
一部廃棄 5,903 4,590 19 0 10,512
確認羽数 712,272 81,104 6,471 0 799,847

平成17年度 全部廃棄 2,126 2,554 1 0 4,681
一部廃棄 6,900 4,130 56 0 11,086
確認羽数 707,923 85,687 8,466 84 802,160

平成16年度 全部廃棄 2,203 2,810 0 0 5,013
一部廃棄 6,544 4,041 10 2 10,597

※（ ）内の数字は比内地鶏の羽数（内数）

確 認 羽 数

体 表 の 状 況

種 類
項 目

過
去
の
実
績

異
常
の
有
無
の
確
認
措
置 内 臓 の 状 況

廃棄羽数の合計
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(1) 精密検査

病症名
羽
数

直

接

鏡

検

一

般

培

養

同

定

そ

の

他

血

液

検

査

細

胞

診

組

織

検

査

そ

の

他

血

液

検

査

尿

検

査

そ

の

他

合

格

と

殺

禁

止

全

部

廃

棄

一

部

廃

棄

化 膿 性 肝 炎 4 4 4 4

間 質 性 肝 炎 3 4 4 3

鶏 白 血 病 2 36 36 2

肉 芽 種 性 肝 炎 2 11 11 1 1

化 膿 性 皮 膚 炎 1 8 8 1

気 管 支 肺 炎 1 7 7 1

大 腸 菌 症 1 3 3 1

化 膿 性 腎 炎 1 1 1 1

脂 肪 肝 1 1 1 1

リ ン パ 腫 5 9 9 5

肝 出 血 1 1 1 1

計 22 0 0 0 0 0 0 85 0 0 0 0 0 0 0 85 0 0 15 7

(2) 調査研究

調査研究名

検
体
数

直

接

鏡

検

一

般

培

養

同

定

そ

の

他

血

液

検

査

細

胞

診

組

織

検

査

そ

の

他

血

液

検

査

尿

検

査

そ

の

他
食鳥処理微生物汚染実
態調査 37 399 69 468

計 37 0 399 69 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 468

細菌検査 病理検査 理化学検査 寄
生
虫
原
虫
検
査

残
留
抗
菌
性
検
査

そ

の

他

備
考

精

密

検

査

合

計

３ 精密検査実施状況

細菌検査 病理検査 理化学検査 措置（羽数）寄
生
虫
原
虫
検
査

残
留
抗
菌
性
検
査

そ

の

他

精

密

検

査

合

計
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4 残留有害物質モニタリング検査（結果総括）

21年度 20年度 19年度 18年度 17年度 16年度

検 体 数 6 28 30 28 23 20

陽 性 数 0 0 0 0 0 0

検 体 数 6 10 5 5 5 10

陽 性 数 0 0 0 0 0 0

検 体 数 6 7 5 5 5

陽 性 数 0 0 0 0 0

検 体 数 6 28 30 28 23 19

陽 性 数 0 0 0 0 0 0

検 体 数 6 10 5 5 5 10

陽 性 数 0 0 0 0 0 0

注釈
１）検体数：検査実頭数
２）抗生物質：簡易検査法による系統別分析

(ﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ系、ﾍﾟﾆｼﾘﾝ系、ｱﾐﾉｸﾞﾘｺｼﾄﾞ系、ﾏｸﾛﾗｲﾄﾞ系)
３）抗生物質以外：～２０年度；高速液体クロマトグラフィーによる個別分析

２１年度～；ＬＣ／ＭＳ使用による一斉分析

合 成 抗 菌 剤

フルベンダゾー
ル

抗 生 物 質

テトラサイクリ
ン類

スピラマイシン
類
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残留有害物質モニタリング検査（内訳）

21年度 20年度 19年度 18年度 17年度 16年度

12 56 59 56 46 40

12 30 15 15 15 30

12 21 15 15 15

ス ル フ ァ メ ラ ジ ン 12 56 60 84 46 40

ス ル フ ァ ジ ミ ジ ン 12 56 60 84 69 40

スルファモノメトキシン 12 56 60 84 46 40

スルファジメトキシン 12 56 60 84 46 40

スルファキノキサリン 12 56 60 84 46 40

オ キ ソ リ ン 酸 12 56 60 84 46 40

チ ア ン フ ェ ニ コ ー ル 12 56 60 84 46 40

オ ル メ ト プ リ ム 12 56 60 84 46 40

ト リ メ ト プ リ ム 12 56 60 84 46 40

ピ リ メ タ ミ ン 12 56 60 84 46 40

カ ル バ ド ッ ク ス

ナ イ カ ル バ ジ ン 12 56 60 84 69 40

12 30 9 10 10 20

180 753 758 1,020 638 530

注釈
１）数 値：検査件数
２）検査部位：～２０年度；抗生物質、合成抗菌剤（筋肉、腎臓）

その他（筋肉、腎臓、肝臓）
２１年度～；すべて（筋肉、腎臓）

抗 生 物 質

検査件数合計

テ ト ラ サ イ ク リ ン 類

物質名

合

成

抗

菌

剤

フ ル ベ ン ダ ゾ ー ル

ス ピ ラ マ イ シ ン 類
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第４章 衛 生 指 導
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１．施設等の監視指導

１）と畜場

と畜場の衛生管理については、と畜場法施行規則の一部改正に伴う衛生保持及び衛生的

な取扱いの徹底を図るため、監視結果を基に衛生指導を継続して実施した。また、豚・牛

の枝肉ふき取り検査をはじめとした細菌学的検査等を実施して衛生指導に活用した。

汚水処理施設については、排水の行政検査を年４回実施するとともに、毎月実施されて

いる自主検査結果の報告を受けた。結果はともに良好であり汚水処理施設の維持管理も適

切であった。

監視件数：１１件

２）食肉処理施設

と畜場に併設されている食肉処理施設（食肉カット工場）については、食肉の衛生的な

取扱い及び施設の衛生保持について、秋田県食品衛生法施行条例に基づく遵守事項の実践

が徹底されるよう監視指導を実施した。また、牛枝肉の処理については、せき柱が適切に

除去・保管・管理されているか併せて監視指導を実施した。

監視件数：６件

３）食肉輸送車

と畜場及びカット工場に出入場する食肉輸送車については、食肉の取扱い及び車輌荷台

内の衛生管理、温度管理、作業用履物について監視指導を実施した。

４）原皮貯蔵施設

と畜解体後、検査合格となった原皮は、当日中に化製業者に搬出されるため当所管内に

該当する施設はない。

なお、化製業者については、場内の衛生保持、原皮の取扱い等について衛生指導を実施

した。

５）動物油脂等運搬車

と畜場及びカット工場から搬出される食用に供さない肉、皮、内臓、骨等は化製場等に

運搬されるが、その際に発生する臭気、汚水等による危害を未然に防止するために、運搬

車及び運搬容器について衛生指導を実施した。
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２．細菌汚染調査（ふき取り検査等）

と畜場の衛生指導の一環、及び指導事項の検証として枝肉等のふき取り検査を実施した。

検 体 名 検 査 件 数

牛 ４食
肉 豚 ８５

そ の 他 ０

計 ８９

３．特別監視事業

秋田県では、昭和４６年度からと畜場の衛生向上運動実施要領に基づいて衛生対策強化

に取り組んでおり、平成４年度から「と畜場衛生管理強化週間」、平成１９年度から「と畜

場衛生管理強化月間」を設定して食肉及びと畜場内外の衛生確保に努めている。

平成２１年度は、９月１日から９月３０日までを上記強化月間とし実施した。

と畜場衛生管理強化月間中、と畜場内及びカット工場の作業従事者の衛生意識向上を目

的に、前年度同作業従事者から募集した衛生対策に係る標語を毎週２片ずつ計１０片を掲

示板に掲示すると共に、作業従事者アンケートを実施した。また、付随する施設の監視指

導を実施し衛生保持に努めた。

４．衛生講習会等の実施状況

衛生意識の向上のため、と畜場及び食鳥処理場関係者を対象に次の講習会等を実施した。

講習会等名 内 容 実施回数 参加者数

食肉衛生講習会 ・と畜処理解体従事者を対象とした衛
生講習、並びに SQF2000 認証取得に
向けた意識の向上について

１回 ３３名

SQF2000 認証に向けた
ミーティング

・実際のと畜解体処理業務と管理方法
及び HACCP 管理の導入等に関すると
畜場担当者へ指導・助言

１４回 延べ４０名

衛生対策懇談会 ・衛生管理推進のための各管理部門責
任者との意見交換

１回 ９名

食鳥処理衛生講習会 ・食鳥処理衛生管理者等を対象とした
衛生対策、家禽疾病、食中毒について

３回 ９２名
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５．情報還元について

毎月のと畜検査データの集計結果及び全部廃棄処分となった検査結果については、関係

機関及び各農家（農場ごと）に文書で通知して、検査情報を還元した。また、検査結果に

関する個別の問い合わせにも随時対応した。

６．食鳥処理施設の監視指導

食鳥検査を実施している食鳥処理場１施設については、年度当初に打ち合わせ会議を実

施するとともに、年間を通じて監視・指導を行っている。認定小規模食鳥処理場３７施設

（当時）については、稼働期間に季節性のある施設も多いことから、主に秋季から冬季に

かけて監視・指導を実施した。

監視指導件数：食鳥処理場； ５件

認定小規模；３９件



第５章 調 査 研 究
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１．枝肉膿瘍の発生事例から見たと畜検査環境について

○齋藤吉之 、伊藤 穣 、中田克平 、※ ※※ ※※※

酒井眞生 、桜庭久人※※※※

現大館保健所※

現動物管理センター※※

現秋田中央保健所※※※

現横手保健所※※※※

はじめに

と畜検査終了後、検印前の枝肉について、膿瘍等を発見・確認することがある。

このようないわば現場検査での病変見逃し事例（以下「見逃し事例」という ）は、表立って。

議論されることはないが、大なり小なり全国のと畜場で起きているものと推察される。枝肉検査

に関しては、と畜検査員各々が慎重に行っているが、当所において年間見逃し事例「０」は未だ

達成していないのが現状である。

そこで今回、このような見逃し事例の再発防止を図るため発生状況を分析し、その発生要因に

ついて考察・検討を加えたので報告する。

材料及び方法

平成２１年４月から６月までの３ヶ月間に発生した見逃し事例について 発生状況に関する 記、 「

録簿」を作成し、その結果を取りまとめるとともに、と畜検査の実施状況、更にと畜検査に関わ

る周辺環境等を分析し、発生要因を考察した。

結果

（１）見逃し事例

調査区分 発 生 概 要

期 間 平成２１年４月１日 ～ ６月３０日

発生事例 １０例

当該事例の検査時間帯 午前４例 ／ 午後６例

発生部位（左右） 左側５例 ／ 中央１例 ／ 右側４例

〃 （内外） 内側１例 ／ 外側９例

膿瘍の大きさ ビー玉大 ～ ソフトボール大

発生部分 大腿部３例 頚部３例 背部２例 胸部２例



- 36 -

（２）と畜検査（枝肉検査）の概要

区 分 概 要

枝肉検査 ２段階で実施（と体剥皮前に一次、背割り後に最終）

検査員５名１組で解体後検査を実施。内臓（赤物・白物 、頭）

、 （ ） 。検査体制 部 枝肉 一次・最終 の５ヶ所にそれぞれ配置し検査を実施

と畜５０頭毎に検査場所を交代してローテーション移動。

枝肉自動搬送レーン 一次検査では、検査員側に腹側を向け「右から左へ 、最終検」

のと体（枝肉）移動 査では、検査員側に背側を向け「左から右へ」移動

搬送フック間の距離 １１５ｃｍ

保留レーンの長さ 約４００ｃｍ（本体レーンからの分岐部。傾斜部分を含む）

レーンスピード １時間当たり１５０頭処理（内臓検査時間にして１頭当たり最

大２４秒：１頭毎の手洗いと結果入力の端末操作を含む）

実際の検査時間 一次枝肉最大約１５秒、最終枝肉最大約９秒

検査結果入力 各検査員それぞれが端末操作により入力

（３）最終枝肉検査場所の周辺環境

①周辺には給水・給湯の配管や構造物が多く、検査場所に近づく枝肉が見えにくい。

、 、 、 （ ）②検査台は 幅１７０ｃｍ 奥行き１４１ｃｍで 一角に小検査台 １００×６１×２７ｃｍ

が設置されており、検査員の移動範囲が制限されている。

③ギャンブレルのガイドレールから枝肉保留レーンの切り替えポイントまでの枝肉を自由に動

かせる範囲が６０ｃｍと極めて短い。

④保留レーンが短く、保留できる枝肉の数に限りがある。また、本体レーンとの接続がスイッ

チバック方式で、保留検査を終えた枝肉を本体レーンに戻すことが難しく、保留枝肉が溜まっ

てしまう。さらに、保留枝肉が多くなると枝肉の相互汚染が起きやすくなる。

（４）検査結果入力

パネル操作に対するコンピュータの反応（処理速度）が遅く入力に時間が掛かる。

（５）保留レーンにおける枝肉の措置

最終枝肉検査中に検査・措置しようとする検査員が多い。

考察

今回、見逃し事例をもとにと畜検査環境について、原因分析を試みた。

全国のと畜場の構造や設備機器等は同一ではなく検査場所周囲の状況がそれぞれ異なっている

ことは考慮しなければならないが、所管と畜場における検査環境には、実際の見逃し事例発生の

誘因が潜んでいると考えられた。

（１）検査体制との関連性

①検査時刻と事例発生との関連性は見いだせず、検査員の疲労度とは特に関係はない。

②発生部位に左右の偏りがないことから、と体の移動方向との関連性は見いだせない。

（２）最終枝肉検査場所の周辺環境

①検査場所に至るレーン周辺では給湯給水配管等構造物が障害となってあらかじめ検査場所 遠（

） 、 。距離 からの観察ができず 接近する枝肉を至近距離で観察することを余儀なくされている

また、狭い検査台が検査員の立ち居位置を限定しており、検査するうえでの死角が生じやす
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い。

②枝肉を自由に回転させて観察できる範囲が極端に短いことに加えて、判断の遅れが後の枝肉

検査に影響を及ぼす。このため、病変切除や枝肉保留レーンへの移動についても瞬時の判断

が要求される。

（３）検査結果入力

入力パネル操作に対するコンピュータの処理速度が遅いため、反応待ちの時間が検査時間

を圧迫している。

（４）保留レーンにおける枝肉の措置

保留が多くなると保留枝肉同士の接触で相互汚染が発生しやすくなることから、検査員が

保留枝肉を溜めないよう最終枝肉検査中に措置しようとして、本体レーンの検査時間を圧迫

している。

以上の状況が時間的に検査員を追い込んでおり、集中して行うべき検査自体に支障を来し、結

果的に見逃し事例を誘発していると考えられた。

まとめ

見逃し事例の発生については、と畜検査員として真摯に受け止めなければならないが、注意喚

起しても繰り返し発生する事実は現場には何らかの原因が潜んでいると考えざるを得なかった。

枝肉検査に当たり、可能な限り枝肉搬送レーンの周囲障害物は排除する必要がある。検査場所

において検査員の移動範囲が限定されると、検査するうえで避けられない死角が生じる可能性が

あり、その解消のために枝肉と検査員との適正な距離を取るための広い検査スペースが必要であ

ると考えられた。また、と体ごとに病変の出方が異なることから各枝肉によって必要とする検査

時間が異なり、それぞれの検査判断に十分な時間の確保が必要であると考えられた。さらに、病

変（検査保留される枝肉）の発生は、豚房ごとに起きる傾向が強いことから、保留レーンの長さ

はある程度の枝肉数量を見込んだ、実際の使用法を考慮した構造のものが必要であると考えられ

た。

全国のと畜場で食肉処理自動化システムが広く浸透し、枝肉の衛生面での向上がもたらされた

が、スペース効率優先の設備配置や作業効率優先の処理速度設定は、検査員の検査環境を一段と

厳しいものにしていると思われる。

今後、と畜場の改修・整備に当たっては、検査場所周辺の構造物等周囲の環境や実際の検査に

要する時間等についても十分考慮して指導するべきであると考えられた。

発 表：平成21年10月22日 全国食肉衛生協議会北海道・東北ブロック大会（福島県）
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２．比内地鶏の食鳥検査結果の検証と活用について

○小杉 栄、根元 繁 、長谷川博之 、※ ※※

※※※ ※※※※齋藤吉之 、中田克平

現動物管理センター※

現湯沢保健所※※

現大館保健所※※※

現秋田中央保健所※※※※

はじめに

比内地鶏は日本三大地鶏の一つに挙げられるなど全国的に有名な銘柄鶏であるが、県内の処理羽数

は年間８０万羽ほどに過ぎず、その全ては認定小規模施設で処理されていた。しかし、平成２０年４

月、管内のＡ処理事業者が年間処理羽数の増加を見込んで確認規程を廃止し、認定小規模施設ではな

くなったことから 「食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律」に基づき、当所で食鳥検査を、

実施することとなった。今回、検査開始後１年が経過したことから、今後の検査業務の一助とするた

め、検査結果についての検証を行ったので報告する。

材料および方法

平成２０年４月１日から翌年３月３１日までの食鳥検査結果（検査羽数：２８６，６８３羽）につ

いて、Ａ処理場の過去３年間の確認規程による措置状況及び平成１９年度全国食鳥検査結果との比較

・検証を行った。

成績及び考察

過去３年間の措置状況との比較では、生産者・飼育方法などに変更はないものの、全部廃棄率では

０．０５％から０．１５％に、一部廃棄率では０．２３％から０．６１％といずれも大きく増加して

いた。このことは食鳥検査による適正な疾病確認が必要であることを再認識するとともに、認定小規

模食鳥処理場の「異常の有無の確認」について徹底させなければならないことを痛感した。全国のブ

ロイラーの食鳥検査結果との比較では、全体的には廃棄疾病が少なく廃棄率も大きく下回っていた。

しかし、疾病個別で見ると、出血や外傷、腫瘍の一部廃棄率が高かった。この主な原因は、一般のブ

ロイラーと比べて比内地鶏の飼養期間が１５０から１８０日と長いことなどの、飼育方法によるもの

と考えられた。

以上のことから、①食鳥検査体制を維持し検査データを蓄積・解析すると共に検査技術の向上を進

めること。②検査結果を生産者に還元し、飼育段階からの衛生保持を徹底すること。③認定小規模施

設に対しては、実際の食鳥検査結果を踏まえ、技術的指導に重点を置き、確認規程による異常の有無

の確認を徹底させること。これらを実践することにより、食鳥肉等に起因する衛生上の危害発生を防

止することとなり、安全で安心できる比内地鶏の流通・販売拡大につながるものと考えている。

発 表：平成21年9月18日 日本獣医公衆衛生学会（東北 （青森市））
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３．と畜場に搬入された豚のサルモネラ汚染実態調査

※ ※※○佐藤 唱、根元 繁 、金沢 亨

現動物管理センター※

現湯沢保健所※※

はじめに

サルモネラ食中毒の原因食品は、鶏卵及び食肉とその加工品が代表的であり、これら

の汚染実態が公衆衛生上重要視されている。

当所は平成 年度から厚生労働科学事業「と畜場における食肉（豚肉）製造のための19

高度衛生管理（ＨＡＣＣＰ）に関する研究」に参加しており、その事業と併せてと畜処

理の衛生管理向上を図る基礎的資料とするため、と畜場に搬入される豚のサルモネラ属

菌（以下、サルモネラ）保有状況について実態調査を行ってきた。これまでの結果から

各農場の保菌状態が明らかになってきたが、今年度は高い保菌率を示した農場を中心に

、 。豚のサルモネラ保菌状況の再調査 及びと畜処理工程での汚染実態等を併せて調査した

材料及び方法

（１）調査期間

平成 年 月から平成 年 月19 11 21 12

（２）材料

北鹿食肉流通センター（以下、センター）に搬入された 農場の豚を対象とし、11

① 消化管内容物（胃内容物、盲腸便）並びに処理工程における、と殺法血後のと体

体表（外皮）及び枝肉（スキナーによる全剥皮後、最終洗浄後）ふき取り検体

② 係留所内床面から採取した汚水

（３）検査法

① サルモネラの分離方法

消化管内容物、汚水 又は をラバポート・バシリアディス（ ）ブイヨン1g 1ml RV

（ ） に接種し、 ℃で ～ 時間増菌培養後、 白金耳を 寒天OXOID 100ml 42 18 24 1 XLD

OXOID CHS 37培地 及びクロモアガーサルモネラ 培地 関東科学 に塗布し（ ） （ ） （ ） 、

℃で ～ 時間培養を行った。なお、胃内容物についてはその際 試験紙によ18 24 pH

る 測定を行った。ふき取り材料は に 培地（栄研） を加え、pH Whirl-Pac BPW 10ml

湿らせた状態でふき取り、 に戻し、 培地 を加えストマッカー処Whirl-Pac BPW 90ml

理し、 ℃で ～ 時間培養した。前培養液（ ） を ブイヨンに接種37 22 24 BPW 0.1ml RV

、 。 、し 以下盲腸便と同様に選択培地に塗布した サルモネラを疑うコロニーについて

、 で生化学性状を確認し、サルモネラ 多価血清及び 多価血清（デンカTSI LIM O O1

生研）を用いた凝集試験を実施した。さらに、多価血清に凝集した菌株について秋

田県健康環境センターに血清型別検査を依頼した。

② 薬剤感受性試験
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分離された金株について、センシ・ディスクを用いた 法により感受性Kirby-Bauer

試験を実施した。供試薬剤はアンピシリン（＊ 、セフタキシム（ 、セフAM CAZ） ）

（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、ァロチン セフェピム セフォキシチン セフォタキシムCF FEP FOX CTX

ホスフオマイシン（ 、イミペネム（ 、カナマイシン（ 、ノルフロキサFF IPM K） ） ）

シン（ 、テトラサイクリン（ 、ゲンタマイシン（ ）の 剤とした。NOR TC GM 12） ）

＊ディスク番号

調査結果

（１）豚盲腸便からのサルモネラ分離状況

頭中 頭（ ％）からサルモネラが分離された。農場別では 農場中 農318 79 24.8 11 6

場（ ％）の豚から分離され、保有率は ％から ％であった【表－１ 。55.4 5 69.2 】

（２）豚盲腸便由来サルモネラ分離菌株の血清型

種類の血清型に型別され、 群、 群の 群が高率に分離された。分離血清型4 O4 O7 2

． （ ）、 ）、 ． （ ） 。は ％ ( ％ ％ が高い割合を示したS Derby 34.5 S.Livingstone 30.4 S Agona 19

． 、 ． 、 、また年度別では２１年度になって が高率に分離され かつS Derby S Livingstone

両者が混在した検体もみられた【表－２ 。】

表－１ 盲腸便からのサルモネラ分離状況（農場別）

農場名 年度 保有率（％）/ 19 20 21

( )A 0/10 1/6 1/10 2/26 7.7

( )B 0/10 0/10 0/20 0

( )C 0/10 0/10 0/20 0

( )D 0/10 1/10 1/20 5

( )E 0/10 0/10 0/20 0

( )F 6/10 1/3 0/10 7/23 30.4

( )G 0/10 0/6 0/10 0/26 0

( )H 0/10 0/10 0/20 0

( )I 16/25 13/26 14/30 43/81 53

( )J 4/25 2/9 11/15 17/49 34.7

（ ）K 0/3 9/10 9/13 69.2

/ 26/130 17/53 36/135 79/318分離数 検体数

（％） （ ） （ ） （ ） （ ）20 32.1 26 24
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（３）農場別の豚盲腸便由来サルモネラ分離株の血清型

種類の血清型が分離された農場が 農場、複数の血清型が分離された農場が 農1 4 2

場あった。また ． については 農場中 農場から分離された【表－３ 。S Derby 6 5 】

（４）薬剤感受性試験

分離された 種類の血清型の代表的な菌株について薬剤感受性試験を行った結果、4

供試薬剤全てに感受性を示し耐性は認められなかった【表－４ 。】

表－３ 農場別サルモネラ血清型

農場名 保有血清型 （検体数）

． ( )A S Derby 2

． ( )D S Derby 1

． ( )F S Agona 7

( ) ( )I S Agona 6 S Derby 13 S Livingstone 16． 、 ． （ ）、 ．

． ・ ． ( )S Derby S Livingstone 8

． ( )、 ． ( ） ． ( )J S Agona 2 S Derby 3 S Livingstone 8

． ( )、 ． ・ ． ( )S Anatum 1 S Derby S. Livingstone 3

． ( )K S Derby 9

表－２ サルモネラ分離株の血清型（年度別）

分離頭数

血清型 年度 計（％）/ 19 20 21

． （ ） （ ）S Agona O4 6 9 15 19

． （ ） （ ）S Derby O4 9 4 15 28 35.4

． ( ) （ ）S Livingstone O7 10 4 10 24 30.4

( )S Derby O4 S Livingstone O7 10 11 14． （ ）、 ． （ ）

． （ ， ） （ ）S Anatum O3 10 1 1 1.3

26 17 36 79計

表－４ サルモネラ分離株の薬剤感受性

AM CAZ CF FEP FOX CTX FF IPM K NOR TE GM血清型 検体数（ ）

S Agona 7 S S S S S S S S S S S S． ( )

S Derby 28 S S S S S S S S S S S S． ( )

S.Livingstone 28 S S S S S S S S S S S S( )

S Anatum 1 S S S S S S S S S S S S． ( )

※ ：感受性ありS
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（５）と畜場におけるサルモネラ汚染状況調査（汚染農場と非汚染農場の比較）

今回、と畜場でのサルモネラ汚染状況を把握する目的で、盲腸便の保菌率が高かっ

た汚染農場（ 農場、 農場、 農場）と保菌が認められなかった非汚染農場（ 農I J K B

場）の搬入豚を対象として比較調査を行った。

① 消化管内容物（盲腸便、胃内容物）からのサルモネラ分離状況

Ｊ農場の豚の盲腸便から 頭中 頭（ ％ 、胃内容物から 頭中 頭（ ％）10 8 80 10 4 40）

でサルモネラが分離された。その内、胃内容物から単独で分離されたものが 頭あ1

った。

血清型は胃内容物のみで分離された検体以外、全て ． と ． が同S Derby S Livingstone

時に分離された。サルモネラが分離された胃汁は全て ４であった。また、 農pH B

場の豚の消化管内容物からサルモネラは分離されなかった【表－５ 。】

② サルモネラ保有豚の処理工程における汚染状況の比較

汚染農場と非汚染農場から搬入された豚について、各係留枠毎の豚 頭の中から15

頭を無作為に選び、その後の処理工程におけるサルモネラ汚染状況を調査した。5

15各汚染農場の係留枠の床からは全てサルモネラが分離された。また盲腸便では

頭中 頭（ ％）から分離されたのに対し、体表からは 頭中 頭（ ％）10 66.7 15 13 86.7

表－５ 汚染農場搬入豚におけるサルモネラ分離状況（消化管内容物）

農場名 検体 胃内容物 （ ） 盲腸便pH

１ ＋ （４） ＋

２ ― （３） ＋

３ ＋ （４） ＋

４ ― （２） ＋

農場 ５ ＋ （４） ＋J

６ ― （１．５） ＋

７ ― （１．５） ＋

８ （＋） （４） ―

９ ― （２） ―

１０ ― （２） ＋

計（％） ４（４０） ８（８０）

１ ― (１．５） ―

２ ― （４） ―

農場 ３ ― （２） ―B

４ ― （４） ―

５ ― （２） ―

計（％） ０（０） ０（０）

血清型：＋ ． と ． 同時分離 （＋） ． 単独分離S Derby S Lvingstone S Livingstone、
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と高率に分離された。全剥皮後（横型スキナーによる剥皮後）の枝肉からは 頭15

中 頭（ ％ 、最終洗浄後の枝肉では 頭中 頭（ ％）から分離された。非2 13.3 15 1 6.7）

汚染農場から搬入された豚については、係留枠（ － ）の床及び盲腸便から分離B 1

されず、体表、枝肉からも分離されなかった。床からサルモネラが分離された係留

B 2 5 4枠 － の豚盲腸便からサルモネラは分離されなかったが 体表からは 頭中（ ） 、

頭（ ％）分離され、全剥皮後の枝肉 頭（ ％）から分離された【表－６ 。80 1 20 】

４ 考 察

今回の調査で、センターに搬入される 養豚農場中 農場がサルモネラに汚染されて11 6

おり、その内 農場で ％以上と高い保有率が認められたことは、豚のと畜処理工程に4 30

おいて、サルモネラは重要な枝肉汚染要因の一つであると考えられた。血清型別の検査

結果では４種類の型別が検出され、 年度は、同一の血清型が汚染農場で選択的に浸潤21

している傾向がみられた。センターにおいてサルモネラ保有豚が搬入された場合、係留

所では排泄された糞便を介し同居豚の体表汚染が起こり、さらに生体洗浄時に生じる汚

水を飲水することで、サルモネラが生残したまま胃内容物に混入するなど汚染がさらに

拡大していることが明らかとなった。以上の結果から、と畜場におけるサルモネラ汚染

を防ぐためには生産段階でのサルモネラ低減対策が重要であり、農場への継続的な情報

提供が不可欠であると思われた。一方、係留所の衛生管理では、餌切り（腸内容物破損

防止）を目的として前日搬入を原則としていること、当日の搬入が連続的に行われてい

ることから係留枠の洗浄、消毒の徹底が困難な現状にある。今後は効率的な洗浄、消毒

の検討の他、交差汚染防止対策として農場別係留枠の区分、と畜解体処理における農場

別の優先順位を考慮することなどが必要と考えられた。また搬入豚の体表の汚染率が消

化管保有率より高かったことから、作業マニュアルでの体表汚染を低減する有効な洗浄

方法や体表からの枝肉汚染を防ぐ衛生的な処理法の検証が重要であると再認識した。さ

らに、と畜解体処理における腸内容物からの枝肉汚染については、腸管の破損が要因と

して重要視されているが、消化管摘出時の胃切除の取り扱いにも注意が必要であること

が示唆された。

表―６ サルモネラ保有豚の処理工程における汚染状況

農 場 名 係留枠床 盲 腸 便 体 表 剥皮後枝肉 最終洗浄後枝肉

、 、 ３／３ １０／１５ １３／１５ ２／１５ １／１５I J K

分離率（％） １００ ６６ ７ ８６ ７ １３ ３ （６．７）（ ）（ ． ）（ ． ）（ ． ）

＊ －１ ０／１ ０／５ ０／５ ０／５ ０／５B

分離率（％） （０） （０） （０） （０） （０）

＊＊ －２ １／１ ０／５ ４／５ １／５ ０／５B

分離率（％） １００ （０） （８０） （２０） （０）（ ）

※ 分離数 検体数、 体表（外皮 ：と殺放血後/ ）

＊ －１：非汚染農場係留枠B

＊＊ －２：清掃不十分な汚染農場係留枠にその後係留B
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センターでは今年度 より安全な食肉製造を目的とした取り組みとしてＳＱＦ規格 安、 （

全で高品質な食品： ）の取得を目指しており、当所としても今回の調Safe Quality Food

査結果をふまえた衛生管理体制の構築に向け、助言、指導を行っていきたい。

発 表：平成22年2月5日 秋田県保健環境業務研究発表会（潟上市）
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